
ID氏名
しめい

午後
ご ご

医師
い し

毎日
まいにち

・午前
ご ぜ ん

中
ちゅう

麻酔科
ま す い か

医師
い し

の診察
しんさつ

があります。 医師
い し

点滴
てんてき

痛
いた

いとき 点滴
てんてき

午後
ご ご

薬剤師
や く ざ い し

看護婦
か ん ご ふ

栄養士
え い よ う し

医師
い し

看護師
かんごし

看護師
かんごし

手術後
しゅじゅつご

、手術
しゅじゅつ

の結果
け っ か

を説明
せつめい

します。

手術後
しゅじゅつご

、病棟
びょうとう

に戻
もど

ります。

制限
せいげん

はありません。

             一日中 朝 昼 夕

一日
いちにち

中
じゅう

食
た

べることはできません。

※手術前
しゅじゅつまえ

の水分
すいぶん

については、飲
の

んでもよい時間
じ か ん

や内容
ないよう

について説明
せつめい

します。

退院の手続きと、退院後の薬について説明を行
たいいん　　てつづき　　　　　たいいんご　　くすり　　　　　　　　　せつめい　おこ

います
な

。

めまい、耳鳴
みみな

り、聴力低下
ちょうりょくていか

がなく過
　す

ごせま

す。

夜間
やかん

眠
ねむ

ることができ、痛
いた

み・苦痛
くつう

を調整
ちょうせい

し

ながら過
　す

ごせます。

食事
しょくじ

が7割以上
わりいじょう

食
た

べられれば、点滴
てんてき

は行
おこな

いません。

抗生剤
こうせいざい

の点滴
てんてき

は、1日
にち

2回
かい

，朝
あさ

と夕方
ゆうがた

に行
おこな

います。
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創部
そうぶ

がぬれないようにして、首
くび

からしたのシャワー浴
よく

ができます。　スタッフ介助
かいじょ

で洗髪
せんぱつ

は可能
かのう

です。

　　　　　　　　　　　（２００５年１１月運用開始／２００６年７月改訂／2007年６月承認／２０１１年１１月更新/2012年2月改訂/2014年4月改訂）

抗生
こうせい

剤
ざい

の飲
の

み薬
くすり

を、手術
しゅじゅつ

してから3日後
か ご

の朝
あさ

、看護
かんご

師
し

が渡
わた

します。1日
　にち

3回
　かい

、毎食
まいしょく

後
　ご

に飲
の

んでください。

めまい、耳鳴
　みみな

り、聴力低下
ちょうりょくていか

がなく過
　す

ごせま

す。

夜間
やかん

眠
ねむ

ることができ、痛
いた

み・苦痛
くつう

を調整
ちょうせい

し

ながらごせます。

呼吸
こきゅう

が安定
あんてい

した状態
じょうたい

になります。

食事
しょくじ

が7割以上
わりいじょう

摂
と

れるようになります。

めまい、耳鳴
みみな

り、聴力低下
ちょうりょくていか

がなく過
　す

ごせま

す。

退院日
たいいんび

は9時頃
じごろ

、外来又
がいらいまた

は病棟
びょうとう

で診察
しんさつ

後
ご

、退院
たい

可能
いんかのう

です。わからないことは診察時
しんさつじ

に医師
　い　し

にお

尋
たずね

ね下
くだ

さい。

制限
せいげん

はありません。

創部
そうぶ

がぬれないようにして、首
くび

からしたのシャ

ワー浴
よく

ができます。　洗髪
せんぱつ

はできません。

※この予定
よてい

表
ひょう

は、おおよその目安
めやす

です。患者
かんじゃ

さんの状態
じょうたい

等
とう

により。予定
よてい

が変更
へんこう

になることもあります。

なお、分
わ

からないことがありましたら、遠慮
えんりょ

なく看護師
かんごし

にご相談
そうだん

下
くだ

さい。

退院
たいいん

するまで普通
ふ つ う

の食事
しょくじ

です。

強
つよ

い痛
いた

みがありません。

退院後
たいいんご

の生活
せいかつ

についてのパンフレットを渡
わた

し

ます。

夜間
やかん

眠
ねむ

ることができ、痛
いた

み・苦痛
くつう

を調整
ちょうせい

しな

がら過
　す

ごせます。

発熱
はつねつ

や創部
そうぶ

の感染
かんせん

・出血
しゅっけつ

がありません。

退院後
たいいんご

の生活
せいかつ

について理解
りかい

できます。

病室
びょうしつ

で行
おこな

います。

入浴
に ゅ う よ く

入浴
にゅうよく

できます。 入浴
にゅうよく

できます。

朝
あさ

は、お粥
かゆ

と消化
しょうか

のよいおかずです。

昼
ひる

からは、普通
ふ つ う

のごはんになります。食事
し ょ く じ

普通
ふ つ う

の食事
しょくじ

です。

※食
た

べたり飲
の

んだりしてはいけない時間
じ か ん

に

ついて説明
せつめい

します。水分
すいぶん

については、飲
の

ん

でもよい内容
ないよう

についても説明
せつめい

します。

説明
せ つ め い

指導
し ど う

手術
しゅじゅつ

について説明
せつめい

します。

手術
しゅじゅつ

前後
　ぜんご

の点滴
てんてき

、手術後
しゅじゅつご

の飲
の

み薬
くすり

、持参
じ さ ん

薬
やく

の内服
ないふく

について説明
せつめい

します。

　　時
じ

　分
ふん

に手術
しゅじゅつ

室
　しつ

に入
はい

り、

全身
ぜんしん

麻酔
ま す い

をします。　 時
じ

　分
ふん

から手
しゅ

術
じゅつ

が始
はじ

まり、約
やく

　　時間
じ か ん

かかります。

入院中
にゅういんちゅう

の食事
しょくじ

について説明
せつめい

します。

翌日
よくじつ

からの薬
くすり

について説明
せつめい

します。

点滴
てんてき

を翌朝
よくあさ

まで行
おこな

います。

抗生
こうせい

剤
ざい

の点滴
てんてき

は、手術
しゅじゅつ

中
　ちゅう

と24時
じ

に2回
２かい

行
おこな

いま

す。

痛
いた

いときは痛
いた

み止
ど

めの坐薬
ざ や く

があります。

トイレ

手術後
しゅじゅつご

3時間
じかん

経過
けいか

し麻酔
ますい

から覚
さ

めたらトイレ

に歩
ある

いて行
い

けます。初回
しょかい

歩行
ほ こ う

時
じ

は看護師
か ん ご し

が

付
つ

き添
そ

いますのでお知
し

らせ下
くだ

さい。

手術室
しゅじゅつしつ

で点滴
てんてき

を入
い

れます。

主
お も

な

治療
ち り ょ う

内容
な い よ う

安静
あ ん せ い 制限

せいげん

はありません。手術後
しゅじゅつご

は、3時間
じ か ん

はベッドの上
うえ

で安静
あんせい

に

過
す

ごします。

制限
せいげん

はありません。

特
と く

にありませんが、指示
し じ

があった場合
ば あい

には

飲
の

んで頂
いただ

きます。

手術
しゅじゅつ

の説明
せつめい

を受
う

け手術
しゅじゅつ

の準備
じゅんび

が整
ととの

いま

す。

入院
にゅういん

の生活
せいかつ

について理解
りかい

できます。

月　　日月　　日　入院
にゅういん

月　　日

診察
し ん さ つ

今日
き ょ う

の

目標
も く ひ ょ う

手術前日
しゅじゅつぜんじつ

手術後
しゅじゅつご

毎日
まいにち

、耳鼻
じ び

科
か

処置
し ょ ち

室
しつ

にて診察
しんさつ

があります。

※午前中
ごぜんちゅう

の予定
よ て い

ですが、午後
ご ご

になることもあります。

痛みが強いときは、痛み止めの飲み薬か坐薬があります
い た つ よ い た ど の く す り ざ や く

。

体温
たいおん

・血圧
けつあつ

・脈拍
みゃくはく

・呼吸
こきゅう

が安定
あんてい

した状態
じょうたい

になりま

す。

麻酔
ますい

から覚
さ

め、意識
いしき

が戻
もど

ります。

1日後
に ち ご

２日後
か ご

３日後
か ご

入院
にゅういん

から退院
たいいん

までの予定
よ て い

表
ひょう

月　　日(手術当日)
しゅじゅつとうじつ

「小児
しょうに

／鼓
こ

室
しつ

形成
けいせい

術
じゅつ

で入院
にゅういん

される患者
かんじゃ

さんへ」

手術前
しゅじゅつまえ

不安
ふあん

や困
こま

ったことを看護師
かんごし

などに伝
つた

えるこ

とが出来
でき

ます。

めまい、耳鳴
みみな

り、聴力低下
ちょうりょくていか

がなく過
す

ごせます。

歩行
ほこう

ができます。

発熱
はつねつ

が無
な

く、食事
しょくじ

の注意
ちゅうい

が守
まも

れて手
しゅ

術
じゅつ

を受
う

けることができます。

月　　日
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